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標準化死亡比の概要 

 
１ 標準化死亡比とは 

標準化死亡比とは、年齢構成が異なる地域間において、死亡状況を比較することが可能にな

る指標であるある地域の死亡者数を人口で除したものを粗死亡率というが、粗死亡率は地域に

おける年齢構成によって大きく変わるため、粗死亡率により地域間を単純に比較することはで

きない。 

 そこで、基準死亡率（全国における人口 10 万対の死亡率）を対象地域に当てはめた場合の

期待死亡者数と、実際に観測された死亡者数とを比較することにより、地域における死亡状況

を比較、分析することができる。 

 標準化死亡比は、通常全国を 100 とし、100 以上の場合は死亡率が高く、100 以下の場合に

は死亡率が低いと言える。 

 

２ 標準化死亡比の算出方法 

本表においては、青森県、市町村及び市町村を管轄する保健所の標準化死亡比を算出してい

る。 
              死亡者数（平成 25 年から 29年の平均値） 
  標準化死亡比＝  
          （基準死亡率（5歳階級別×当該市町村人口（平成 27 年））の総和 


